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漂着ごみを無くすために私達ができること

鶴岡工業高等専門学校 創造工学科
化学・生物コース 准教授 佐藤 司

内容

１．漂着ごみの現状
２．美しい砂浜を取り戻す取り組み
３．プラスチックの利用と循環
４．赤川・最上川 川ごみ調査から見えてくるもの
５．漂着ごみを無くすために

１．漂着ごみの現状

遊佐町 鳥崎海岸(2012) 飛島 西海岸(2013)

飛島 法木海岸(2014) 由良香頭ケ浜(2015）

漂着ごみの現状その2 （流木も多い）

遊佐町 西浜海岸(2011）

酒田市 大浜海岸(2017）酒田市 大浜海岸(2016）

飛島 中村漁港(2011）
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微細化したプラスチックごみ

鶴岡 香頭ケ浜(2015）

国連の海洋汚染専門家会議
サイズが5mm以下のプラスチックを総じてマ

イクロプラスチックという。ペレットや化粧品等
に含まれるマイ クロビーズ、プラスチックごみ
や化学繊維が環境 中で劣化し細片化，断片
化したものなど

海洋ごみの現状と深刻な影響

生物への影響
生物へ絡みつき
餌と間違えて誤飲・誤植
食物連鎖を通じて人間の体に

海底に堆積

水産業、観光へのダメージ

回収、撤去費用の重い負担（回収した市町村の負担）

全国の漂着ごみの回収量・・・約4.5万t (2013)

（海岸漂着物地域対策推進事業の結果から算出、
環境省「海洋ごみとマイクロプラスチックに関する環境省の取組」2016）

年間漂着量
飛島西海岸： 7t～13t
赤川河口部： 207t （漂着量が一定でない漁網を除く、環境省2009）

世界に広がる海洋プラスチックごみ

世界のプラスチック生産量 4億トン／年

海洋に流出していると推計されるプラスチックごみ 500～1300万t／年
世界経済フォーラム年次総会（通称ダボス会議）2016

人口密度や経済状態などから、陸上から
海洋に流出したプラスチックごみ(推計）
国別調査の結果、東。東南アジアが上位
を占めた。

漂流・漂着ゴミに係る国内削減方策モデル調査より
(環境省、2009)

飛島西海岸：年間漂着量 7t～13t 推定漂着量が一定でない漁網を除く

・流木・灌木が41％、プラスチック類が40％
・回収されたペットボトルの製造国を見ると、日本49％、
・外国製(中国・韓国・ロシア)が23％、不明が28％
・漂着したライターの消費地を推定した結果から、多くが山形県、
新潟県、北陸地方から日本海に流入

赤川河口部：年間漂着量 207t 漂着量が一定でない漁網を除く

・流木・灌木が78％
・ペットボトルの製造国を見ると、日本43％、外国製(中国・
韓国・ロシア)が10％、不明が47％

・不明を除くと約8 割が国内起源
・漂着したライターの結果から、多くが山形県内(最上川水系、
赤川水系)から発生したゴミが漂着

漂着するゴミの多くは、日本国内の日本海側で発生したものが
飛島西海岸および赤川河口部に漂着していることが推測
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国内外からの大量漂着物

良好な海浜景観の喪失、漁業や海洋生物への影響、海岸機能の低下等
全国の沿岸部で共通の課題

漂着物対策の推進を図ることを目的として「美しく豊かな自然を保護するため
の海岸における良好な景観及び環境の保全に係る海岸漂着物等の処理等の推
進に関する法律（海岸漂着物処理推進法）」が平成21年7月施行。

目指す姿「裸足で歩ける庄内海岸」

短期目標
毎年秋の海岸清潔度のランクを３以上にする。（海岸線10ｍあたり２０ℓのごみ袋１袋程

度にする。） 漂着の著しい区域は海岸清潔度のランクを２以上高める。(ごみの量を
1/4 にする。)

中期目標

平成３２年度春の海岸清潔度のランクを平成２３年度春と比較して１以上高める。（ご
みの量を1/2 にする。）

山形県海岸漂着物対策推進地域計画
～美しいやまがたの海づくりプラン～(2011、庄内総合支庁環境課）

（計画期間 2011～2020）

２．美しい砂浜を取り戻す取り組み 法律の整備

山形県海岸漂着物対策推進地域計画
～美しいやまがたの海づくりプラン～(2011、庄内総合支庁環境課資料）

4つの柱
１．回収処理対策

回収処理を重点的に推進する区域を設定し、効果的な回収処理を推進

２．発生抑制対策
海岸漂着物等の問題について理解を深め、その自覚を高められるよう国、
県及び市町村は普及啓発、環境教育を実施

３．関係者の役割分担
研究・教育機関、非営利組織・非政府組織、ボランティア団体、企業など、
相互に協力しながら、効率的かつ効果的な海岸漂着物対策を推進

４．モニタリング調査
毎年度モニタリング調査を実施し、目標の達成度を評価、海岸漂着物等の
発生状況や原因を把握

相互に協力しながら

飛島クリーンアップ作戦

地域の実情に応じた効果的な回収・処分の検討
～流木の炭焼き～（鶴岡高専）

飛島における漂着流木の炭化調査事業について(２０１１）

流木の切断 重機の入れない海岸を運搬車で搬送

移動式簡易窯で炭焼き 収炭

トビウオの炭火乾燥に利用
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高専ものづくりでマイクロプラスチック回収を

平成３０年度海岸清潔度モニタリング調査結果
庄内総合支庁環境課

「平成３０年度海岸清潔度モニタリング調
査結果」について

海岸管理者等による回収処理業(１０月末ま
で） １００３．７ｔ

美しいやまがたの海美しいやまがたの海ク
リーンアップ運動参加者数
２２会場 ３，５７８人

２７区域で短期目標達成（うち、清潔度ランク３
以上は１９区域）
２３年以来達成度区域が最も多い

クリーンアップが好天に恵まれたことも向上に
つながる

海岸線延長距離(１０m）×奥行の範囲の
ごみを回収したと想定

３．プラスチックの利用と循環

樹脂生産量 1,102 万t

廃プラ総排出量 903 万t

中国が環境汚染を理由に2017年末廃プラ輸入を原則禁止、マレーシアやタイなどへの
輸出が急増。汚れた廃プラはバーゼル条約1)の規制対象に（２０２１年１月に発効）
輸出向けマテリアルリサイクルは困難に。国内での再資源化事業がますます重要に。

有効利用廃プラ 775 万t
✓マテリアルリサイクル（再生利用） 211 万t

輸出 129万t 国内 79 万t
✓ケミカルリサイクル

（高炉・コークス原料、ガス化、油化） 40 万t

✓サーマルリサイクル
（固形燃料、熱利用、発電売却） 524 万t

未利用廃プラ 128 万t
埋立、焼却

1) 「有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制」、１８６か国・地域と欧州連合（ＥＵ）が加盟

プラスチックのマテリアルフロー（プラスチック循環利用協会）
2017 年における実績

循環フローから外れた

プラごみ（ポイ捨て、留出、不法投棄等）の
一部が海洋へ（国内推計 2～6万t）

プラスチックの生産と使途

（2017年）

フィルム 230万t
容器類 83
機械部品 67
パイプ 40
日用品・雑貨 30
建材 28
発泡製品 25
シート 22
板 11
強化製品 7.7
合皮 5.6
継手 4.5
その他 27

合計 581

プラスチック製品生産実績(2017）(日本プラスチック工業連盟）

材料名 生産量（万t/y）
2008年

ポリエチレン（PE) 309
ポリプロピレン（PP) 287
ポリ塩化ビニル（PVC) 180
ポリスチレン（PS) 97
ポリエチレンテレフタレート（PET) 69
ABS樹脂 50
・・・・・

（井上ほか、基礎からわかる高分子材料、森北出版（2015）

身の回りのプラスチック製品の多くは
PE,PPである。これらは比重が0.91～0.97
と水より小さいやめ沈まずに漂流する。
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漂着ごみの種類

重量ベースで言うと自然物(流木、灌木）が多いが、
容積および個数ベースではプラスチック類が多く中でも生活系ごみ、漁具が多い

平成28年度全国10地点の調査結果

（稚内、根室、函館、遊佐、串本、國東、対
馬、五島、種子島、奄美でのモニタリング）

海洋ごみをめぐる最近の動向、 環境省（2018）

世界の使い捨てプラスチック削減動向

・・・・・

プラスチックを取り巻く国内外の動向(環境省、2018）

環境に配慮したプラスチックの導入が進む

プラスチックを取り巻く国内外の動向 （環境省2018）

法律の整備 漂着ごみから漂流ごみ（海洋ごみ）へ

海岸漂着物処理推進法改正(2018.6.15成立)

・目的の改正：海岸漂着物対策に加え海洋環境の保全の観点等を追加。

・漂着ごみに加え、「漂流ごみ等」の追加、漂流ごみ等の円滑な処理の推
進

・３Ｒの推進等による海岸漂着物等の発生抑制

・マイクロプラスチック対策（事業者による使用抑制・排出抑制努力義務、
政府による施策の在り方についての検討及び措置）

・国際的な連携の確保及び国際協力の推進
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４．赤川・最上川 川ごみ調査から見えてくるもの
（2014～2015，佐藤、小谷）

予備調査によるごみの散乱箇所を特定。後日、ごみの回収を実施
① 回収したごみは「川ごみ用ICCデータカード」に基づき、重量、種類及び数量を
調べた。

② ごみ量のランク化
「水辺の散乱ゴミの指標評価手法（海岸版）」に基づいてランク化

荒川クリーンエイド･フォーラム／JEAN

最上川河口付近の川ごみ状況

さらに１００m上流・右岸
⇒ ランク ６

最上川河口より５００m
上流・右岸
⇒ ランク ６

さらに１００m上流・右岸
⇒ ランク ６

川ごみ調査の結果より（2014～2015，佐藤、小谷）

最上川 赤川ごみマップ（美しいやまがたの海プラットフォーム）

（１）一番ごみが散乱、堆積している箇所は
河口付近。

（２）米沢市万里橋付近より下流でごみが目
立ち始める。

（３）ごみの内訳は、
・住民居住域からの生活系ごみ、

・河川敷にある畑地からの農業用資材ご
み（発泡スチロール箱、肥料袋、マルチ
シート類、苗木ポット等）、

・ポイ捨てゴミ（タバコの吸い殻と空箱、
ペットボトル、カップラーメン・弁当の容器
等）、

・不法投棄の粗大ごみ など

ごみが滞留しやすい所（河川敷）の特徴
１）河川に石堤が出ている所
２）河川が大蛇行している所
３）河川が支流と交わる所の手前側
４）河川敷に立木がある所
５）河川に中洲になっている所に灌木が生えている所
６）河川敷に降りられる道路がある所 など

川ごみ ワースト10（個数ベース）

漂着ごみ（プラスチック）の内訳は川ごみと共通している。漁具がそれに加わる。

山形県の海岸漂着物（海ごみ）の発生起源は、陸地（国内）由来が多い。
日常生活で使い捨てられたものが河川を通して海へと流れている
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５．漂着ごみを無くすために

私たちができること・・・・・
〇ごみの適正な管理

ポイ捨て防止、レジャー後のごみ持ち帰り、落ちているごみを拾う習慣

〇使い捨てプラスチックの削減に協力
レジ袋、容器、包装の削減に理解と協力

ペットボトルの飲料を飲んだら容器をきれいに洗う
自治体やスーパーの分別回収に協力

〇清掃活動の理解と協力、周囲への呼びかけ

〇流木の炭焼きと炭の活用も

政府、事業者、研究機関が関わってくること
〇プラごみの再資源化事業の推進
〇未利用廃プラ（埋立て、焼却）相当の量を生分解性プラスチックへ
置き換え

〇バイオマスプラスチックの利用拡大
2030年度時点 197万トンを目標（日本）

「地球温暖化対策計画」及び「第４次循環型社会形成推進基本計画」


